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活動紹介    NPO 法人千葉県森林インストラクター会 

講座名 森に親しむ講座 古代の環境破壊と怨霊～千葉氏と平将門そして成田山 Part1  

開催日時 2021 年 4 月 8 日（木）9 時 30 分～11 時 30 分 

開催場所 千葉市 千葉市民会館 一般参加者 25 名 

活動概要 

千葉氏と平将門に関する物語の Part1 として●動く都と動かない都～古代の環境破壊とは？

●古代の製材法？●怨霊とは？●菅原道真と平将門はなぜ怨霊になった？●現代に生きる将門

の祟りとは？などについて語った。 

まず、蘇我入鹿暗殺の舞台となった飛鳥板葺宮について、当時の道具で板葺の屋根を作るこ

とがいかに大変であり、貴重品であったかを動画を交えて解説。また、歴代遷宮や寺院建設ラ

ッシュにより森林が荒廃して洪水が頻発、東大寺の大仏鋳造に当たっての水銀中毒発生など古

代の環境破壊を紹介。 

古代・中世には皇族貴族の権力争いが絶えず、不衛生から疫病が流行したことも怨霊跋扈の

舞台となり、災いが発生すると「○○の祟り」と信じられ、公卿たちは怨霊にどう対処するか

陰陽師などの占いを踏まえて真剣に議論したという。さらに菅原道真・平将門の事績と具体的

な祟りの内容を説明した。 
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